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はじめに19
世紀前半のイギリスにおいて、政治的にも経済的にも世人の注目をひいたのは、穀物法廃止に
象徴される自由貿易運動の進展であった。とりわけ自由貿易論者は、自説の妥当性を確証し国民大
衆に教宣することをも兼ねて、ヨー甲ッパ大陸諸国の経済活動の実態と輸出入関税制度の実態につ
いて調査を行なっていった。本論で紹介されるジョソ 。ハウリング（J.Bowring1792 －1872年）の
イギリス議会に提出された『スイス商工業報告書戸_ 以下において『商工業報告書』と暑記-
は、自由貿易論者として、漸くイギリス国内において注目されてきた著者が、1835年に商務省（BoardofTrade
）からスイスに派遣され、当国の有力者と接触し、彼らから提供された資料に基づき作成
された、当時のスイス連邦共和国経済状況についての報告書である。行論のうちに明らかにされる
如く、バウリングの当報告書はスイス連邦共和国24州のうち僅か7 州を扱ったにすぎずレさらに全
産業ではなく、商工業状態を中心とした調査であった。しかしながら当報告書は当国形成の約3 分
の1 の州Kanton を扱かったにすぎないが、行論の中で著者ものべている如く、典型的なスイスの
諸州を紹介することを狙っており、当報告書はまさしく、当国の経済についての案内書スイスパノ
ラマとしての意義を充分にもつことができたのである。1798
年にスイスを侵暑したフランス軍がもたらした最大の事件は、当国土の占領よりもそれまで
の中世封建的制度を廃止して、それに替わる革命的な近代市民制度を導入したことであった。即ち
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フランス革命の原理ともみなされる自由・平等・博愛を根本原理とするヘルヴェチア国憲法の制定
により、思想の自由と「営業の自由」とがスイス人の中に急速に浸透していった。そして当国はナ
ポレオンによる「大陸制度」に包振されながら、寧ろその保護主義を利用しながら、フランスそし
てドイツ地域に遅れることなく、近代資本主義構造の創出即ち産業革命が推進されていったのであ
る。しかも当国で受け容れられていった「営業の自由」- ここでは全産業の営業の自由を意味す
るー は、これを輸出した革命国フランスよりも、それの敵国のイギリスにおいて注目を集めてい
たのである。
リョン 。ハウリングは19世紀イギリス政界においても異色の人物である。青年時代彼はエクセ
ターで行なっていた商業で成功せず、首都に移り住み他の職業での成功を目論んだ出世欲を充分に
もった人物であった(2）。彼はベンサム主義者として当時においては急進主義者とみなされ、そして
自由貿易を信奉していった。1828年に彼はウィッグのパーネルに指名され財政委員会のために調査
を行ない、その後ヴィラー(Viller）等とともに商務省に入った（3）。そして当省に入ってからの彼の
活躍は目ざましく、自由主義への傾倒、精力的活動、語学の才を使った外国旅行の充実ぶり、その
結果としてのヨーロッパ諸国の経済状況観察の詳細・正当さにより、イギリス有数の国際通となっ
ていったのである。また彼の機をみるに敏な性格とも相まって「理論家にして政商」と称されるま
でになったのである(4）。1836
年にハウリングはベルギーで「国際鉄道会社」設立を企画し、アントウェルペン・ブリッセ
ル・カレーそしてパリ問の鉄道事業推進を目論んだ。これにはパリの大金融業者ロートシルドやベ
ルギーの製鉄業者コクリルが参加したが、肝心のフランス政府の協力は得られず結局彼の構想は挫
折している（5）。こうして多才な彼の当年の一つの成果が、スイス国民経済の観察と分析を行った『商
工業報告書』である。1836年末からロンドンでは反穀物同盟が活動していたのであるが、彼もその
後1838年には、マンチェスターを中心として自由貿易政策の利点を教宣している(6)。彼はさらにフ
ランスとプロシア関税同盟の経済状況についての報告書も作成する。特に後者について作成した報
告書については、1824年末彼と知りあったリスト（F.List）がその主著『経済学の国民的体系』の
中で批判的に紹介しているm。このような経過からも推測される如く、ハウリングはさらにイギリ
ス自由貿易運動の盟主ともみなされるコブデン（R.Cobden ）と20年にわたる交友関係を保ってい
たのである。ハウリングはイギリス下院議員になった後、1849年から広東の領事や香港総督をつと
めた。殊に1857年にはイギリス国籍船アロー号が広州江で清国警備員に拿捕されたのを機会に、イ
ギリス海軍による典型的な砲撃外交が展開され、ついにはイギリス・フランス連合軍による広州占
領天津攻撃が強行され、中国はヨーロッパ列強の権益下におかれることになるのであるが、いわば
香港総督としてのバウリングの強硬な態度がこの事件の発端となったのである(8）。
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バウリングの『商工業報告書』は、19世紀前半の産業革命の渦中にあるスイス国民経済の実態を
紹介する最良の案内書となった。即ち1837年にはチューリッヒでドイツ語訳が出版された（9)。そし
て当時において当書を最も利用したのは同じく当国経済論を作成したドイツ人のエミツ グハウス
（C.A.Emminghaus ）であった。殊に彼の『スイス国民経済論』第1 巻第2 部ではこの『商工業報
告書』が大々的に使用されている(10）。こうして当報告書はスイス産業革命観察記として第一級の内
容をもっている。しかし本論ではハウリングが調査した各州の財政分析よりも、商工業の実態紹介
に重点がおかれよう。出来る限り当時の商工業の実態と、当国民の抱いていた経済観紹介を主とす
るからである。
1. 前文 ダ
ハウリングがまず注目したのは、国家により保護規制されないスイスの製造業が、漸次その販路
を「世界の全ての市場」に拡げている事実であった。当国の工場はその繁栄を保護立法には負わな
い。「スイスこそ、経済学の偉大な原理が実施された折の、真実と重要さとの生々しく教訓的な例を
示す」と予期されるという。当国は「凡ゆる不利なもとにおいて200万め人が制度としてめ自由貿易
の実験を行なったのであり、その反論の余地なき結果は、明らかに、正直にして無私の調査官の疑
いを鎮め、また困難をも取り除く］のである。この経済的自由主義は、拘束されない製造業による
資本増加をもたらし、全般的な国民教育により知性は増加し、全産業は活発となり、国家債務はな
い。賃金も安いが、これも消費物資の安さから由来する。土地も租税から解放され、人々への課税
も少ない。しかも当国は全て大きな販路からへだてられているにも拘らず、当国製造品は世界的に
販売されている。その理由は「工業は自立していた」からである。このため自由か独占かの闘争も
ない。消費者は;最安値の市場を、生産者は最高値の市場を目ざす几
「スイスは大きな政治的自治家族の連合体である」。ハウリングは24の州から構成される当国国
政をこのように要約する。いわば政治的地方分権の基礎にも、自由が自治が横わっている。こうし
た自由の存続は、当国における関税業務のないことに連なり、輸出入動向を調査するのに必要な統
計的数値の欠如となって現われる。これはハウリングが当報告書においてく丿 返し言及している。
この関税収入に代るものを各州は通行税（droitdepeage ）として徴収し州財政にあてている。当国
では権力が一層国民に近づいている。例えば1830年から13の州で州憲法改正が行なわれたが、この
傾向か歴然と現われた。さらに特徴的なことは、この民権強化とともに自由貿易の気運が、工業州
の選挙民の大部分を占める勤労者階級により支持されたことである。自由原理に立脚する民度の高
さ、これを1831年のリョツ 暴動を避けて当国に亡命してきた絹織工の1 人は次のように彼にのべる。
「スイスで私か踏みつけている床は、私かフランスで食事をしたテーブル以上に清潔なのです」。そ
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して当国 の僅かな資源、労働そして資本はここ20 年来勤労者階級に より強力に 自由に開発されて驚
異的な繁栄がもたらされた。「私はスイス工業地帯 の労働者階級の間ほど、繁栄 が か くも下 層 まで
行きわた り、かくも拡がっている国は知らない」とハウリングは賞賛する。しかも彼らの殆 んどは
土地持ちなのであるレ「半農半工とい う彼らの生活様式は明らかに幸福である。 彼ら にと り時間は
貴重である。彼らの農作業が終れば織機、故障修理、エンジン運転、製造業の様々な仕事が、彼に
注意を促がす」。スイス産業革命期の工農労働者（Arbeiter-Bauern （グルナー））にも彼 は観察を深
めるのであ る（12)。
当時のスイスも文化圏としては言語に より、 ドイツ、フ ランスそしてイタV ア語圏として大別さ
れてしヽ だ。フ ランス語圏（当国の西部）では時計、 オルゴール、宝 飾品が専ら生産され、ドイツ語
圏では綿、絹織物が、イタリア語 圏では主として農産物 が供給された。この言語圏は夫 々の言語国
の当国へ の進出ともいえるのであり、各圏牒夫 々の母圏（フランス、ドイツそしてイタリア）との関
係は強い。殊にハ ウリングは、1834 年にイギリス経済活動に対抗するために設立されたかの感があ
る、ドイ ツ関税同盟のスイスへの影響を観察したが、当国についてみる限 り当関税同盟については
「時間と経験 とが、商人と製造業者双方の懸念 と恐れとを減少させた」 と観察する(13)。即ち行論 で
示される如く、当関税同盟によりドイツ地域との交易減少が起ろうとも、他国との交易がそ れを補
填する。 また外国市場でもスイス商品は、低価格を武器に、ドイツのそれと競合できる。 では当国
の経済活動 の特徴は何か。 スイス自由経済はまず資本 と労働の移動を極めて容易に する。「スイ ス
の繁栄ほど成長がゆるやかで、同時にその基礎 の堅固なものはない」のである。さらに資金蓄積が
大きいとい う特徴があった。スイス、特にバーゼルの金融業者はフランスのミュル ーズを初めとし
てアルザス地方の工業資金 の必要に答えている。 結局、「国民 の間の活動と勤労 の習慣に結 びつい
た富の豊富な供 給一 消費物資への無課税、安上りの政府 と裁判所一 中庸 の賃金、そして附加労
働への要求を越えない人 口は、周辺諸国に比べてス イスに大きな利益を与え、こ うした利益は、か
の諸国が採択した規制手段とそれらが消費者に課した新租税に よって増 大した のであ った」（14）。 ま
た1833 年にスイス連邦議会は当国の外国貿易の方針如何について、6 人委員会を設け 、そ れに答申
を依頼したが、当委員会の最初の報告書は、自由貿易政策の存続を勧告するとともに、ヨーロッパ
の関税戦争からは、極力中立を維持すべきことを答申した。 まず当国とドイ ツ関税同盟の結合で実
現する当国のプ ロシア化への恐れであ力、ヨ ーロッパを二分する利益団体から、 スイスは中立を守
ることが肝要であった。 さらに当国 が関税局を設置することにも異議をのべる、「スイ スの利益は、
その市民の完全な自由貿易を求める」のであった。
結局この委員会は次の7 つの決議を行な うが、当時のスイス連邦の経済政策の基調となるもので
あ り訳出に価し よう。I. 当連邦は既存 の商工業の自由制度を貫徹す ること。 Ⅱ。いかなる状態が
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起ろうとも、他国の関税同盟への加入は厳禁のこと、Ⅲ。自由貿易政策の振興に努めること。 Ⅳ。
農産、畜産物交易のためには、近隣国と交渉すること。V ト 自由貿易が不可能な処では、出来る限
りの関税率引き下げと、通過商品での最恵国待遇獲得に努めること。1. 特恵措置が獲得されれば、
それをできる限り輸出入の自由に近づけるべく努めること。Ⅶ。当国内では工業発達の障害物を除
去し、自由交易実施に努めること。こうした答申が1848年の最初のスイス憲法の自由経済原理制定
に寄与したことは疑いない吼 十
スイスと近隣諸国との関係はどうか。まずフランスとは、19世紀10年代までは、しかるべき交易
関係が存続したが、ナポレオン敗退後の1815年からは、高率関税や輸入禁止令が制定された。「平和
がもたらしたものの一つは商業的敵対の宣言であった」。その結果は密貿易の横行となって現われ
る。両国国境に位する諸県、諸州は大きな損害を蒙った。1820年にスイス政府は報復措置を実施し
ようとしたが、所期の効果はなく、ドイツの市場に向う 商品がふえた。さらに1821年から1834年に
わたるスイス・フランス貿易では、年平均160万5,000フランのフランスの出超となっている。フラ
ンスからの輸入品に殆んど課税されず、逆にフランスへの輸出では多額の輸入税が徴収された結果
である。前者からの輸入品は、農産物と繊維工業の原材料が主であり、このため後者の生活物資価
格は割高である。後者の特産品である時計やその部品についても、毎年大量に前者に輸出されてい
るが、高関税、煩瓊な検査検印のために密貿易が伸長している状態が続く。こうした弊害除去のた
めにも当国議会は前者に対して保税倉庫の設立を要求している。こうしてハウリングは当国の自由
貿易主義を高く評価しながら、ドイツそして特にフランスの保護貿易政策については、前者に比べ
て対照的に、厳しくその弊害について警告したのであった。当国にとりフランスこそ現今最も慎重
に交渉せねばならぬ国であった。寧ろドイツが当国にとりフランスに替るようになるのは、それが
強大となる19世紀70年代以降のことである。彼はアペンツェル、 ヌーシャテル、ドゥールガウ、
シャフハウゼソ、バーゼルいチューリヅヒ、アールガウ、ジュネーブそしてヴォー州の順序で当国
の商工業状態を紹介する。
2. アペンツェル
ハウリングはまず東北スイスのアペンツェル州を扱うが、彼はトローゲソ出身で当時において最
も啓蒙的な思想家として有名であ り、1823 年 と1835 年に スイス公益協会（SchweizerischenGemeinnijtzigeGesellschaft
）の会長を務めたツェルヴェーガー（J.K.Zellweger) から提供された
情報に基づく以下のような報告書を作成した。
アペソツェルでは9 ～10世紀頃から毛織物製造が始められたが、13世紀にはザソクトガレソ市に1
軒の縮絨と漂白所が出現し、1308年にこれらは夫々3 軒に増加しているレ さらに16世紀後半のア
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メリカ大陸発見後当州のリンネル工業が発達する。1533年に当市で10,329反のリンネルが漂白され
た。この盛況は当州のプロテスタント地区（外ローデン）にも刺激となった。30年戦争による経済
停滞にも拘らず1675年にトローゲンでリンネル市場が開設されれるまで発達した。17世紀に続けて
勃発した諸国間の戦争は当工業にとり打撃であったが、その後18世紀からは販売が伸長したが、そ
れは専ら製造法改良の結果である。1747年からバツィソ（白麻布モスリン）が製造されてくるが、
これは当地の綿工業出現に連なる。綿紡績も発達する。しかし18世紀後半から行なわれたフランス
への織物輸出乱 当国が実施した高関税設置のために次第に困難となる。アメリカ州への輸出港も、
マルセイユからジェノヴァに代る。1785年にフランスで当国織物が輸入禁止となるや密貿易が盛ん
になり、さらにはインドやイギリス産織物も当国経由で運び込まれたのである（17）。
では綿工業の先進国イギリスの、スイ スへの影響はどうか。イギリス製綿絲のアペンツェルヘの
輸入は漸増傾向を示したため、ここでの手紡工が他業種に転換する折の余裕を与えた。1801年にサ
ンタトカレフ市に最初の紡績機が設置され、さらに翌年から織布、漂白そして縫製機導入される。
「大陸制度」の施行は、再びフランスとの貿易に困難をもたらすノともあれヨーロッパ内の戦争は
決して当国社有益ではなかった。こうして当国の商人は、販路を新大陸に求めざるをえない。ハウ
リングは、こうして当国の中立政策がイギリスにも有益であることを強調する。当国はさらに、イ
ギリスのためにフランスとドイツへの仲継商業国の役割を果そう。「スイスの中立についてしえば、
当国は全ての製造品のヨーロッパの倉庫として、戦争の勃発や他の事情で、交易がこわされかねな
い諸国との商業伸長に資することができる」。そして「敵国には、我々の製造業の生産物を送らざる
べしとの古い格言は、商業ではすぐにも消え去ろう。……一国民を餓死させることが殆んど不可能
なことを経験は明らかにしており、商業を犠牲にしてそれの戦いの手段を自ら奪うことも、同様に
不合理なのである」(18）。
アペルツェルは1378年か■h1538年間に250％の、人口増加がみられた。外ローデン地区でも1734 年
の34,571人の人口は1834年に39,857人に増加した。食糧の大半はドイツのシュヴァーベソ地方から
の輸入に依存している吼1820
年にアペソツェルとザソクトガレソはイギリスから100万ポンド重量の綿絲を輸入した。ス
イスぱ次第に綿織機を増設しながらキャラコ生産に努めてし る。しかしこのような機械制工業の発
達は、家内工業を分解し、その働き手を工場労働者に変える。これは重大な事柄であり、慎重な対
応が必要である。そして当州で機械が優勢になることは現時点では考えられない。州民の多くは機
械への拘束を拒否しているからである。しかしイギリスや当国他州での機械の普及は、安い綿絲に
よる綿製品生産を可能とするため、織布や刺しゅう工には有利なのである。当州の勤労者は1 ）製
造業者、2 ）織布工、3 ）絲巻工そして4 ）刺しゅう工の4 層に分類される。製造業者は財産と才
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能において大きな格差をもつが、日常の生活態度と就労状態から判断して当州の最も健実な集団で
ある。彼らの中から、当州の政治家が多数輩出する。また問屋制商人の機能をもつ人も存在する。
そして織布工も余裕が生れれば土地を購入し自ら地主となる。しかもこの上地獲得は、担保設定が
簡単なために容易に行なわれる。こうした勤労者地主が全州に存在すれば土地はよく耕作され、織
布工の健康維持にも最適なのである。彼らは道徳的にも健実である。「この勤労者地主の階層が
我々の住民集会の大半の投票者であり、極めてつましい態度でくらし、住民の娯楽の日以外には居
酒屋には入らない」。そしてこうした健実な住民こそ州をそして連邦国家を形成する。「全体的に
我々の住民ぱ道徳的でかつ行儀がよい」のであった（20)。
こうした特徴の基礎の一つがアペソツェルにおける教育の充実であった。様々な教課とともに宗
教的課目も設けられており、文育は教会の儀式に参加できない。児童が12歳で公教育から離れた後
にも、成人とみなされる17歳までは再履修の機会が与えられている。
ツェルヴェーガーはスイス商工業の特徴は次の6 条件に基礎をおくと指摘する。即ち1 ）1 平方
マイル当り9,000人を超える人口密度の濃さ、2 ）統一国民的感情と労働の家族成員への配分、3 ）
互助制度、4 ）道徳を高揚させる普通教育、5) 貧乏人の無課税そして6 ）商業の完全な自由。そ
してこれらはバウリングも完全に同調しう る要素であった呪
そしてハウリングは1835年にフントヴィル（Hundwil ）村で開催された地域共同体集会（Landes-gemeinde
）の内容を紹介する。製造業者と農民の成人男子により構成される当集会は、様々な法案
を審議しながら、直接投票により法制定を行なう。それはまさしく、連邦議会（GrossRath ）の上
位にくる機関であり、スイスの国政の根源である。さらに彼は、同年にトローゲンで開催されたス
イス公益協会の大会の産業制度についての議題「スイスは商業の自由という原理を無条件に捧げる
べきか、それぱ何故か」の討論の主内容を紹介したのであるが、その中では自由貿易の拡大に努め
るべく「我々の中に強力な、国家の知的なもの、改良されたものそして発明されたものを取り入れ
よう。その機械的驚異を歓迎しよう、我々の知らないことを教え、何をなすべきかで我々を教育す
る凡ゆるものを受け入れよう。ここで我々が警戒せねばならぬことは個人主義と孤立主義の規制政
策ではないのか」という極めて当会の性格を明示する発言を紹介している。彼はツェルヴェーガー
の所説と行動に全幅の信頼をよせていたのである(22）。
3. ヌーシ ャテル
バ ウリン グに ヌーシ ャテル州 の情報を 提供したのは当州 議会議長 のシ ャンブ リ エ（A.Chambrier
）男爵であった(23)。
州域の西北を走るジェラ山脈によりフランスと接するス―ツ申テルは、かつてプロシャ王の飛び
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領地の一つであり、現在でも毎年、当州収入の約1 ／3に相当する7 万ヌーシャテルフラソ（4,000
ポンドスターリング）をプロシ十王に貢納している。1834年の当州人口調査によれば、住民は56,073
人（39,760人当州民、13,099人他スイス人、3,304人外国人）で7,813戸が存在している。産業につい
てみれば、レース工業等繊維工業人口は1830年代に入って減少を続け、逆に時計工業（1833年6,027
人、1834年6,386人家具製造1833年308人、1836年365人）縫製、家具製造業や洗濯業者が増加してい
る。教育の徹底ぱ著るしく40歳以下の人は文盲は存在しない(24）。
ヌーシャルの主要産物はブドウ酒、チーズそして時計、捺染綿布とレースであり、いかなる産業
も自由であり、しかし製造業者間の激しい競争はみられず、資本も専ら当州産業に投下されている。
こうした状態から全州民の間に、ゆるやかな富の蓄積と繁栄が続いている。ここでも「生産物低価
格の第一要因は、凡ゆる規制も殆んどの租税もない」ことなのである。当州には、未加工綿布が白
ソドソやレヴァソトから主として輸入され、ザソクトガレンやチューリッヒ産品も少量輸入される。
当州には1805年に初めて金属製円筒捺染機が導入され、1811年にはかなり普及していた。ナポレオ
ンの敗北後、スイス製造業へのナラソスからの圧力は減少したが、後者の市場からここの製造業者
は締め出されている。この時期にアルザス産捺染綿布が趣味、美しさで当州産品を凌いでいたが、
当州産品は低価格であり、これを武器としてイギリス産品とも競合しながらプロシア、オランダそ
してイタリアに販路を見出した（25）。
ヌーシャテルの産業では時計工業が重要である。［ジュラ山岳地帯は、微小複雑さが特徴の、精巧
な機械技術による生産物の有名な発祥地である］。半年にわたる冬期間に、当地帯の住民は家にこ
もり、時計生産に従事する。現在当州は年間12万個の時計を生産している。ここの時計製造業者は
自意識が強く、そ の子女を彼らより低ト 階層には嫁がせない気風がみられる(26)。ハウリングはルロ
クルのウーリエ（M.Houriet ）から次のような当工業史を聞きだす。
ルロクルでは17世紀から教会時計を模した木製時計が製作されたが、バネ使用の時計製作にぱじヽ
たらなかった。そして外国旅行帰りの人が持込んだ時計を、機械工リシャ―ルが修理したのが当地
時計製造の発端となった。これが大好評を博し、当地帯にも時計製造は入りこみ、人々はそれまで
の冬期間の出稼ぎを中止して、家族ぐるみでこの新工業に従事していく。ここでも無租税と自由と
が当工業を順調に発展させる。ほご同時期にフランスから追放されたプロテスタント信者により、
レース工業も導入される。これは専ら婦女子の仕事であったが、レース編機導入に より衰退七、
レースエの多くは時計工業に転職する。当工業の最初の困難は適当な道具と原材料の供給であった。
前者については結局、当地では道具を自作することに成功し、さらに取付具（l'outilareplanter)を
も製造する。こうして時計製造と道具製造とか併せて行なわれ、ついにぱ後者の輸出も盛んになる。
時計工業の発達とともに人々はパリに旅行し、帰省しては新知識を同郷人に披露していった。また
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パi;に定住したのは今日でも有名なベルトー、ブルゲやペレール家の人々であった。こうして当州
山岳地帯に定着した当工業は、さらにベルンやヴォー州にまで拡がった。では当工業隆盛の原因は
何か。それは1794年頃ルロクルのジャネレが考案しジャピーが改良したムーヴメント仕掛であろう。
この器具により旧来の製造業者は競争で遅れをとる。この機械製ムーヴメントはその後さらに改良
され、当工業の生産性を高めている(27)。
ではヌーシャテル産時計の優秀さはどこから由来するのか。それは専ら当地製造業者の独立性と
優秀な技術の結合による。そしてこの工業を営む職人は、最高に支払う人を選択し、逆に商人もま
た最高の素材で最高の製造品を提供する職人を選ぶ。これの根底には当家内工業が、土地所有と結
合している事実がある。当地における時計工業ほど農工一致の利点を活用してト る工業ぱ少なく、
寧ろ農工一致の極致といえる。当州では現在120,000個の時計(35,000 個は金、残りが銀装飾) を生
産し約7,000,000 ヌーシャテル・フランに相当する売り上げとなる。また時計はもはや奢侈品ではな
く、販路もヨーロッパのみでなく、アメリカ合衆国は最大の市場となっている。イギリスでも時計保
税倉庫制が許されれば売り上げは伸びる。時計の原材料である金、銀はこれらの正貨を融解するご
とで獲得する。さらに技術の優秀さについていえば、我々の商人と製造業者が機械技術の最先進国
に旅行して、その内容を見聞してくることが主因の一つである。また当州の時計労働者の数を正確
に把握することは、それが専ら家内工業形態をとっているために難かしい。しかし18,000～20,000
人がこれに従事していることが推測される。賃金についても個数賃金制であり成人男子労働者は↓
年に1,000～1,500 ヌーシャテル・フランを稼得している(28)。
公教育についてヌーシャテルは凡ゆる機会を提供している。文盲は少ない。しかし山岳地帯では
高等教育の設備はない。男子は10～12歳で徒弟になるが、初等教育ぱうけている。機械技術を教育
する機関はないが、8 ～10歳の貧乏人の子弟には時計製造を教克る私的機関も存在する。ここでは
凡ゆる労働者が、自らの技量を高めようとする意欲をもつ。宗教教育も充分であり、これが当州の
道徳性の高さを生みだしている。労働者の土地持ちになる望みは強烈で、貯蓄銀行がよく利用され
ている。当州ほどこれが活用されている場所は、ヨーロッパ大陸でも珍らしい。1834年には全人口
中の3,084人(18 分の1) が105万ヌーシャテル・フランを預けている(29)。
ヌーシ十テルの司法( 裁判) 制度も係争処理が迅速かつ経済的で好評である(30)。
ではフランスの厳重な関税制度から発生した密貿易についてはどうか。勿論スイス人は当然のこ
とながらこの行為を正当な職業とはみなさない。当業者の大半はフランス人であ り、「犯罪を行な
い、意図する人にも悪徳の意識はない」。つまり特殊な人為的制度から由来する経済犯罪とみてい
る。ハウリングは国民経済の自然的進展では凡そ起りえないこのような違反行為にも目を向けてい
たのである(31)。 ニ
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4. トゥールガ ウ
ドイツ、オーストリアの国境でもあるコンスタンツ湖の西方に位置するのが、トゥールガウ州で
あるが、ハウリングは当州についての情報を当州議会議長のケルン(J.C.Kern) から提供された(32)
東西に細長くのびるトゥールガウ州には約8 万人が居住する。過去30年間の人口増加率は10％で
ある。住民の3 分の1 は繊維工業特に綿工業に従事している。リンネル工業は衰退しているが、綿
織機は3,000～3,500台稼働している。当州産綿布はサンタトカレフ、ヴィソタート ゥールそして
チューリッヒの諸都市に送られる。当州では5 つの紡績工場が稼働し、約3 万の紡績錘がある。そし
てプラウェンフェルト附近には300人を雇用する綿捺染工場もある。そして中近東が当製造の市場
であった(33)。
トゥールガウ州民 工人当りの課税額はイギリス人のそれの5 分の1 に達せず、地方税を別にして、
レ
打撃を受けた。
児童は5 歳から教育される。全地租税の5 分の2 は教育費に支出される。1833年クロイツリソゲソ
には師範学校が設置された。当州民はたしかに教育熱心であり、1834年の教育報告書によれば、当州
の初等学校は251校16,892人(男子8,321人、女子8,571人)が就学しており、その全住民に対する割合
は5 分の1 で、アイルランドのそれに比べて約3 倍も高い。全教育費は433,976フランで当州年収入の4
倍である。男子教員数は243人である。1835年の新教育法はこれまでの教育法の改革を狙い、学用
品は全て無償とされた。当州内に約18校存在する中等学校は12～15歳の児童を対象とし期間は3 年
である。ここでは実務教育が注目されている。高等学校は選抜試験に合格した学童が対象である(34)
ハウリングはドイツ地域に隣近するトゥールガウのドイツ関税同盟との関係を観察したが、当州
民が後者に傾倒することはないと判断した(35)
5 ．シャフ ハウゼン
「ラインの滝」で有名なシャフハウゼン州は、スイス連邦共和国の中で最もドイツ地域に入り込
んだ州である。このためドイツ関税同盟と真向うから相対している。当州はブドウ酒、穀物そして
家畜の生産で名高いが、最も有名なのはライン河を中心にして行なわれる運送業であり、シャフハ
ウゼソ市が当交易の中心である。とりわけ19世紀初頭の、イギリスとフランスの戦争のため海外商
業が途絶していた折の、当市の仲継商業の役割は大きかった。例えばバ―ゼルの投機商人は綿絲そ
の他をトリエステで購入し、コンスタンツ湖そして当市を経由してバ―ゼルに持込むのであった。
勿論バヴァリアやヴュルテソブルグからの塩も当市経由でスイスに輸入された。さらに当市はチー
ズ、絹、綿織物等スイス産商品のドイツ地域への輸出用倉庫となっていたのである。そして逆に当
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市はニュルンベルク産金物、シュヴァーペソからの皮革、羊毛、ボヘミアやザクセンからの毛織物
の倉庫役をも兼ねていた。しかしながら地理的状態から由来した当州の仲継業も道路が整備されに
つれて変化しよう。当州はまた土地が肥沃であるために農業が盛んになり、この変化を充分に補填
しうるのである。当州には現在5,000錘を備える紡績企業そして1 捺染企業が存在する。 ここには
ヨーロッパ的な名声を誇る機械製造企業のフィッシャー社も存在したが、ベウリングは当企業につ
いてふれていない(36)。
6. バーゼル
ハウリングがこのライン河域でも有数の都市を訪れた1836年は、バーゼル州を都市バーゼルと農
村バ―ゼルに二分した分離戦争後2 年を経過したにすぎず、依然として戦後処理が続行中であった。
バーゼル市州ではこのために当年に50万スイメ・フランの課税を当州住民36,）00人に行なったが、1
人当り17フラン（1 ポソドスターリングレに相当する。これはスイス一の高課税であった。また
当州収入の5 分の1 は教育費こ まねされ1 人当り4 フランの負担である。当州の資金の豊富さは当
国においても抜群で利子率は4 パーセントである。住民の生活態度も質素で、最も富裕な人にも節
約は徹底しているor)
バーゼル市は織物業で名高い。しかしその起源についての詳細な記録は存在せず、ベルヌーリ
（C.Bernoulli）教授もこれについでは苦労七ている。当市に高性能を誇る絹リボン織機（bar-loom)
が導入されたことにより、当市は一段と経済活動が活発になっていった。ヨーロッパ各地で当織機
使用が禁止された時期に、当市は敢然とこの新機械使用を保護し、それが当市の繁栄をもたらした
のである。勿論絹リボン織物業の発達は、ナント勅令廃止後のフランスプロテスタント信者の移住
にも負っている。当織機台数の変遷をみるに、1786年には卜238 （当市内837、市外318）台、1836年
には当市内に約4,000台が設置されているよまた当市の絹リボンは平織ものがまである。絹リボン製
造業の改良と都市・農村間の政治的対立が、それまでは半農半工の生活であった絹リボン織工の当
市への流入を生んだ。こうして当製品への増大した需要と農民・製造業者間の反目が旧バーゼル州
分離の主因となった。当製造業での所得が増大するに伴い、これに移ってくる労働者がふえている。
当製品需要に対して供給が上廻らないこと、資本家の慎重さそして労働者階級へのしかるべき啓蒙
が経済を安定させている要因である。フランスはかつて当市にリボン意匠の大半を提供していたが、
現在では当市内に14～15人の「型」造り工(pattern-drawer ）が働いている。さらにサンテチェン
ヌと当市とは絹リボンについていたる処で競争している。しかし政府当局による規制がないために、
当市絹リボン商業の詳細な実態を把握することぱ難かしいと当市の代表的絹リボン製造業者であり
大商人のヒス(E.His ）はのべる。彼はまた以下の説明をバウリングに行なった。当製造業にとりフ
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ラソスでの革命騒ぎが、リョンやサソテチェソヌに代ってドイツ市場に進出する好機であった。1836
年に当市はLOOO 万フランスフランの絹リボン輸出の実績をあげている。1834 年にフランスの
それは3,500万フランであり、この小都市がフランスのそれの7 分の2 を達成している。1834 年の
当市絹リボンの3 大輸出先は1 ）アメリカ合衆国（1,358万5,800フラン）、2 ）ドイツ（540万フラ
ン）そして3 ）イギリス（485万フラン）である。フランス産品は軽く趣味豊かでイギリスで好評を
博している。当市製品は低価格なことが強味である。勿論イギリスでのこれに対する関税率が引き
下げられれば、大きな販売が期待できる(38)。
ハウリングは以上のような調査を行なったのであるが、さらに1835年の12月14日にバーゼルの代
表的知識人であるフォソデアミュール・ブルクハルト（JohannGeorgVonderMiih トBurckhardt)
から以下の如き資料が提供された(39レ 犬 十
バーゼル市州人口は24,000人であるが、これには市外からの通勤者は含まれていない。絹織工の
大半はバーゼル農村州、ベルンそしてアールガウ州に居住している。彼らは、児童を含めて、約15,000
人と想定される。その大半はさらに農工兼業労働者である。当製品仕上げ、染色は当市内で
行なわれる。リボン製造が当市内でも行なわれるようになったのは、労働者管理の便宜と［型］の
秘密維持のためである。かつて当市内でも盛んであった綿捺染、毛織物、製紙、印刷、皮なめし等
の製造業は、近隣諸国が構築した関税障壁と高収入・定就業を提供する絹リボン製造業への労働者
の移転により衰退している。当製造業用機械はスイス国内で製作され、綿織物のそれはアルザスか
ら輸入される。現在当市内の絹織物企業は3 ～4 ヶ月前の註文により生産を行なっている（40)。
スイスの工業は周知の如く、近隣国の輸入禁止さらに大陸制度の封鎖措置により大打撃をうけた。
当国製造業者はヨーロッパ大陸市場から閉め出されるや、長距離の運送費をまかない、輸入禁止国
への不法搬入にも適した小型・軽量・高附加価値商品生産を目論むようになった。即ち絹織物、モ
スリン、時計そして印刷物等である。「こうしてフランスは、その市場から我々の綿織物を閉め出す
ことで、絹織物商業を発展させ、全ての外国市場で、それに対する強力な競争相手を出現させたの
である」。製造業労働者の賃金は個数賃金が多い。また週働きの職人は5 ～7 フランを受け取る。農
村地帯では彼らは3 ～4 フラソ、女子労働者は食事付きでその半分を稼ぐ。こうして勤労者階級は
ヨーロッパ大陸においては、よりよい生活を享受している。この余裕のためか、先の分離戦争時に
おしても労使関係は動揺しなかった。乞食は禁止され、通常は地域共同体(Communes ）が彼らを
扶養する義務を負っている。バーゼル市内では1810年に貯蓄銀行が開設され、年間60フラン以内の
預金が認められている。利子は3 パーセントで1934年には353,000フランの資金を擁している。当
国とイギリス（含植民地）の関係は、後者の高率関税のため重要視されない。しかし我々はインジ
ゴ、繊維原料そして金属類を輸入している。問題はいかに先述の関税率を引き下げるかであろう。
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当市内に工業大学（ecoleindustrielle）はないが、初等、高等学校は秀れている。貧乏人の子弟にも
教育の機会は与えられているの亡あり、全体として当市の公教育は満足すべき状態にある。そして
彼によれば、スイス商品の低価格の原因は前述のことから明らかであるがそれは次の6 つに要約で
きるという。即ち1 ）最低価格で原材料購入が可能な自由貿易、2 ）勤労者階級に有利な公課公租
の低さ、3 ）上記二要因から由来する低賃金、4 ）豊富な資金と低利子率、5 ）経営活動でみられ
る製造業者の知性、慎重さと節約性、6 ）当国民の製造業に対する適応性の高さ。そ七てこれはま
たバウリングのスイス商工業観察の要約でもあった(41)。
スイス工業の特徴でもある農工兼業については有利、不利の二説がある／確かに農村工業により
製造される生産物の品質と精巧さは決して高くはない。しかしそれは経済的であり、殊に経済不況
下での耐久力は抜群である。大動力と複雑な作業工程を求めなしヽ業種については農村工業が有利で
あることは疑いない（42)。当国は他のヨーロッパ諸国に比べて最小の地下資源、最低の農業生産力に
より宿命づけられている。こうした地理的に不利な条件は現在進行中のヨーロッパの交通手段の改
良、拡張により漸次是正されよう。こうして凡ゆる国で生産の知識が普及すれば、商品競争でめ最
終勝利者は最良商品を、関税障壁をものりこえうる、最低価格で供給する製造業者であろう。現在
は好況期のため、こうした経営原理は軽視されているが、好況期は永遠ではない。「さて我々は、保
護制度の国を観察し、それらと保護制度をとらない国とを比べよう。時間という試練こそ国民経済
にとり真の試金石なのだ。この人為的繁栄は不況にとって代られもする。そしてまた保護制度と呼
ばれる手段は、耐え難い拘束に変化しよう。信用乱発は繁栄を消し去り、過剰利益も、営業を続け
ても止めても避げえない、巨大な損失に変るのだ。この事態は製造業者、その製品そしてその機械
にも影響し、数百人の破産を惹き起す。かくして勤労者の全ては、無一文で、路上に放り出される。
明らかに保護されない国もまた、近隣諸国の損害の反動により打撃をうける。しかし彼らは不つり
合の利得がなかったため、その商業はゆっくり堅実に拡大する。それらは衝撃によく耐える。殊に
彼らの輸出が単一で大規模かつ保護された市場に依存せず、一時に全部が打撃をうげることのない
多くの国の市場に依存しているならば、そうである。その上、最低価格で販売する人は、価格下落の
最後の被害者であり、事態が回復すれば最初の利得者なのである且 これこそフォソデアミュール・
ブルクハルトの、そしてバーゼルの、さらにはスイス連邦共和国の経済政策の根本原理なのであっ
た（43）。
7. チ ューリッヒ
ハウリングは、チューリッヒ州の情報をチューリッヒ市長ヘス（J.J.Hess）から提供された(44)1830
年にチューリッヒ州憲法は大きく改更され、情報の公開、居住、営業そして出版の自由が認
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められ、さらに司法、立法そして行政の三権分立も施行された。19
世紀に入るやチューリッヒ州にも機械が導入され始めたが、1804年と1828年にこれに反対する
労働者の動きがみられた。殊に後者の騒擾は、1830年の当州憲法改正に連なる政治運動の萌芽と
なっていった。そして綿工業工場への放火破壊を伴う1832年のウスター事件が発生した。しかし当
州議会はこれに冷静に行動し、機械財産保護法が制定される。しかし時とともに州民の機械に対す
る偏見も消滅した。当事件の審議結果が公表されていたことも、このような流れをつくるのに有効
であった(45〉。
農村家内工業での機械使用は不可避であるが、交易が順調に発展しているならば、それの使用に
よる当工業存続は充分に可能である。チューリッヒ市長は「我々の大きな進歩は、機械と我々が享
受している完全な交易の自由によっている」と説明している。当州には853の製造業工場が存続し
ているが、主なものは次の3 つ、製粉工場223、製材工場161そして紡績工場128である(46)。
チューリッヒ州の製造業の歴史は、13世紀から明らかとなるレこの時期にイタリアのロソバルデ
ア地方から末仕上げ絹織物が輸入される。また毛織物生産も発展していた。14世紀に入るや近隣諸
国との交易も一段と拡がる。15世紀にはユダヤ人金貸しの居住も許される。しかし同世紀に行われ
た州当局の干渉政策は、絹工業を衰退させる。当織工がフランス、オーストリアそしてイタリアに移
住したのである。信教の自由と教会財産の解放をもたらした宗教改革は、スイスの製造業を発展さ
せる。殊に1554年の製造業者難民の到来は染色や縮絨等の新技術を持込んだ。16世紀に当州は大き
く発展しチューリッヒ市は当国随一の富裕な都市とみなされていった。17世紀に入るやコルベール
にょる高関税政策は、当州の交易伸長にも影響を及ぼす。しかし当州でもナソトの勅令廃止による
熟練職人の移住により、特に繊維工業が再び振興していく。18世紀中葉からは、都市の製造業特権が
廃止されたため、「絹や綿布を織るために、1 台かそれ以上の織機が置かれていない住宅は見当らな
い」ほどの活発な状態が一般的となり、婦女子も早くから賃金を稼いでいた。当州の半数以上の企
業家は農耕と織布とを兼ねている。「彼らぱ抒を自己のブドウやイチジクの木陰であやつる」几
チューリッヒ州憲法第7 条は「商工業の自由は、公共体そして商工業者と勤労者階級の繁栄に一致
しているならば特別に保障される」と規定されている。これは依然としてツンフト規制が存続して
いたバ ・ゼルの経済活動に比べる限り大きな進歩である。ハウリングは当州におけるこうした自由
貿易傾向と、当州人がイギリスの複雑煩瓊な関税制度に不満を抱いていることを報告している(48)。
以下のチューリッヒ州絹商業についての情報はチューリッヒ市のミュラール(H.C.deMuralt)
がバウリングに提供した資料に基づいている(4≒
チューリッヒ州で使用される絹の大半ばイタリアのロンバルデア産である。ここでも輸入統計不
備により正確な数値を知ることはできない。そしてチューリッヒ市の絹商業企業は、その営業をス
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イ ス国 内 のみ では な く、 ドイ ツを 初 め とし て北 ヨ ーロ ッパに も 拡げ てい る。 当 市 内 の 絹織 物取 り引
きは9 ヶ月 の 信用 売 りで も行 なわ れ る が、 通常 は 現金 決 済 が主 であ る。 ミラ ノと 当 市 は5 日で結 ぼ
れて お り、 大 きな 価格 差 が 生れ る こと はな い。 当 商業 に よる収益 も決し て大 き くは な い。 スイ ス絹
工 業 は発 展 し てい る が、 中 小製 造 業 者数 を 把 握す る こ とは難 か しい。 た だ当 工業 は バ ―ゼル 市州 と
当 州 とが二 大 生産地 であ る。 前者 は 専 ら絹 リボ ン製造 を 行 ない 、製 造業 者 の多 くは 大 資本 家 で あ り、
少な い利 益 に も拘 らず 営業 を 続行 し てい る。後 者 で は現在 約10,000 台（1 台 約750 フF リソ）の織 機
が稼 働 して い る。 そ の製 造 は農村 家 内工 業 で 行な わ れ る。 絹 商業 に は約13,000 人 が 従 事 して い る。
当 州 の絹 織物 は、 前者 に 比 べて厚 地 の フ ロレ ン テ ィソ、 ナ ポ リ、 ベ ル リ ン織 、 タ フ タ 、 レ ヴ ァ ソ
テ ィ ソそ し て ハ ンカ チ等 で ある。 また フ ラン ス の リョ ンとい う有名 かつ 強力 な 競 争 相 手 もい る のに、
当 国 絹工 業 の繁 栄 は何 に 由来 す る のか。 ミ ュラ ール も完全 な商業 の自 由と、 これ に 結 びつ い た 農村
家 内工業 、 労 働者 の節 約 、大資 本 を 必要 とし ない 経営 型 態に 由 来す る との べ る。 絹 織 物価 格 で は末
仕上 織布 価 格 が大 き な割 合を 占め 、 精製 業 者 の利 益 は僅 少 であ る。勿 論 他方 に お い て は 当州 で も経
営改 良 が行 な われ てお り、 ネ クタイ や他 織 物用 に300 台 以上 の ジ ャカ ー ド｀機 が 導 入 さ れて い る。
チ ュ ーリ ッヒ州 の綿 工業 は15 世 紀 か ら発 展 した 。そ れは主 と し て チ ュ■ リ ッ ヒ 市 と ウ ィ ン タ ー
ト ゥールで 営 まれ 、現 在 で も変 ってい ない。1802 年 か ら 水力紡 績 機が 使用 さ れ、1807 年 に 漸 くこ れ の
改良 された 機 械 が稼働 を 始め た。これ に は当 州 の機 械製 造 企業 エ シ ャ ー（Escher ）社 の 貢 献 が 大 き
い。 当州 の原 綿消 費 は30,000 セ ン ト ウェイ トで あ り、専ら 太番 手 綿絲 用 であ る。当工 業 に は 約5,000
人が 働 き、週 賃金 は男 子3.5 フ ロ リン、 女子2 フ ロリ ンそし て児 童 は1.5 フ ロ リン 懲あ る。 織 布 工は
約12,000 人 他 の4,000 人 は当 工業 のそ の他 職種 に 従事 し てい る。 彼 らは 毎年800,000 反 の綿布 を 生産
す る。 なお 当 州に は19 の捺 染 企業 が 活動 し て 、年 間100,000 反 のそ れを 染 色す る。 イ ギ リ ス か ら は80
～150 番手 の高 級綿 絲 を輸 入し て い る(50）。
ハ ウ リン グが チ ュ ーリ
ッヒ市を 訪 問 して い た1835 年 に 、 それ ま で の商 人 会 館を 拡大 発 展 させ た州
立商 業 会議所 が設 立 され てい る。 当 会 議は 当 州 の商工 業 活動 の振興 を 目的 とした ので あ る が、 こ こ
にお い て も厳 格な 関税 政 策 の拒否 即 ち 自 由貿 易主 義 の 堅持 が当 然 の こと とし て強 調 され てし る。 大
陸制 度 廃止後 ザ ク セン と スイス が 自由 貿 易政 策を 採 用 して いた の であ るが 、 前者 が ドイ ツ関 税 同盟
／。 χ ・
に加 った現 在 で も、 当国 は 独立 の喪 失 に も連 な る 自由 貿易 主義 を放 棄す る こと は不 可 能 な ので あ っ
た（51)
8 ．アールガ ウ ’・
アールガウ州の住民は約20万人で、1803年調査時の144,095人に比べて38パーセントの増加であ
る。宗教別に住民をみれば、プロテスタント系信者が5 分の3 、残る5 分の2 がカトリック信者で
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ある。当州はベルンやチューリッヒ州に比肩する農業の発達がみられる。殊に穀物生産と家畜飼育
で名高い。スイスにはコンスタンツ湖からジュネーヴ、バーゼルからルツェルン、サソゴタルド峠
からミラノやジェノヴァ、バーゼル・チューリッヒ・クールからロソノ勺レデアやトリ、エステヘの交
通路が発達しているが、多くの道路が当州を貫いており、通過商業にはこの最重要産業の1 つであ
る。当州にはこれについての通関規制は全く存在しなかった。しかしながら近隣諸国の輸出入制限
政策により、当国の通過商業は不振の状態にある(52)。
アールガウ州の主要工業は次の4 つ、1) 綿紡績、2) 綿織物、3) 絹リボンそして4) リンネ
ルである。当州の力織機は200台を超えないが、漸次増加している。綿織物は手造りが殆んどであ
り、労働者を集中させる工場はない。その織物は織布工の家におかれる。彼らは製造業者から綿絲
を受け取り、生産した織布を返す。織布業はとても製造業とは呼べぬ形態である。つまり農村家内
工業形態がここでも観察されるのであり、くりかえしバウリングはのべる、「農耕不適の高山地域
を除き、農業労働は、賃金が低下し、市場が閉塞した折に、生計の基を与える。このため欠乏の圧
力は概して軽くかつ一時的である]。彼はこうして、漸進的であるスイス国民経 済の堅実性を評価
した。また当州の繊維工業はまたしてもフランスとドイツ関税同盟による輸入禁止の影響から免れ
ることはできなかった。この労使双方に困難な状態にあって当国経済を存続させえたのは勤勉低利
子率そして節約が総合された結果であった(53)。
賃金についてみれば、綿捺染、紡績に従事する成人男子は一日当り7 ～10バッツェソ(10.5 シリ
ング～1 ポンド3 シリング)、14～18歳の児童は、同じく、3 ～5 バッツェソ、家内工業織布工は4
～8 バッツェソ、農村工業労働者は7 バッツェソ、そして石工、大工は9 ～10バッツェを受け取
る。借金は、抵当付きで3.5～4 パーセントの利子率で行なわれた。当州についても関税総計欠如の
ために、州全体の輸出入数値は不明である。主要輸出品は綿、絹そしてリンネル製品、わら加工品、
家畜そしてチーズである。当州に商業法規は存在せず、係争の場合は、普通裁判所が処理する。教
育についてみれば、120人の児童を擁する地域には初、高等学校が夫々1 校設置されているレさらに20,000
人の住民のいる地域では中等学校が5 ～6 校存在する。また州都アーラウにはギムナジュウ
ムと工業学校が設置されている。当州憲法も交易の自由を制定していた。ハウリングは以上の情報
を当市のフォソエフィソゲソから提供された(54)。
9. ジ ュネーヴ
バウリングのスイス商工業報告書において、最も正確な統計数値に依ることができたのは、これ
が充実していたジュネーヴ州についてであり、彼は当州の行政長官リコー（JよRigaud ）と商事裁
判所長官ファジー・バストウール（M.A.Fasy-Pasteur ）から便宜を受けている（55）
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ジュネーヴ州の人口は1822年に51,113人、1828年には53,408人そして1834年には56,655人である。
ジュネーブ市には27,177人め住民がいる。当市の職業調査によれば、市民商人1,217人、非市民商人407
人、時計製造業者210人、非市民当業者64人、時計職人870人、非市民職人462人、機械製造業者34
人、非市民当業者19人、同職人88人、非市民同職人78人、宝飾業者99人、非市民当業者18人、同職人450
人、非市民同職人213人、その他業者834人、非市民当業者414人、同労働者3,121人、非市民同労
働者2,574人である。また農地は1L996 ヘクタールで、穀物、豆類を生産するが、全ての生産物を合
計しても当州住民の需要はまかなえず、不足分はフランス、ドイツそしてイタV アから輸入する（56)
狭い面積のジュネーブ州の産業を特徴づけたのは、製造業とそれに伴って発展してきた商業であ
る。当州でも紡績、捺染さらに皮なめし、印刷、家具そして道具類が生産されているが、宝飾品、時
計そしてオルゴールは三大商品である。レマン湖とそこから地中海に向って流出するpiーヌ河によ
り、当市は商業の好適地となり、17世紀来絹、レース、皮革、金銀細工そして金物が取引され、さら
にそこで開かれる定期市も人と物資を集散させていった。勿論これらは時とともに盛衰をくり返し
たが、それらを充分に補助したのが時計工業の繁栄であった。すでに9 世紀には柱時計（Clock）が
記録されているが、細かい機械技術が開発普及されるや、時計(Watch ）が現われる。1587年にタザ
ン（C.Cusin ）が時計製造業者として当市に定住した。彼の指導により当製造業は急速に発展した
のである。当製造業は時間測定を主目的とする高級精密時計(hautehorlogerie）と、飾り付けを目
的とする商業用時計（horlogerieducommerce ）とを生産している。労働者を集中しうる当市の地
理経済状態が、当製造業を発展させた。しかも最初から、手造り時計についての需要は高まるばか
りであった。ついで機械による加工が行なわれ、意匠も改良されて時計自体が完成されていった。
また時計が実用と趣味を充足させる商品となるにつれて、こ れについての需要は世界的に上昇の一
途をたどっている。寧ろ当市産時計は品質、趣好そして低価格の三大要素での利点があった（57）。
時計、宝飾品そしてオルゴールという精密機器ほど絶えざる技術習練を必要とする職種は少ない。
こうして当工業技術者は、文字通り熟練労働者として終始することになる。仲間同志での競争も激
しい。また当市の時計技術者は、外国からの移住者も多かったが、彼らは知識人でもあった。「社会
の全般的性格が知的かつ教育的である限り、勤労者は当地を際立たせる文明の雰囲気に加わるので
ある」(58)。
イギリス製時計に比べて√スイスのそれには次のような特徴がみられた。即ち後者は、平滑シリ
ンダ （ーflatcylinder）を使っているために、前者に比べて安い。またそれは汎用性をもたらすこと
にもなった。前者は堅固頑丈だが、後者には慎重な扱いが必要である。勿論高関税ぱ如何ともしが
たいが、イギリスでは後者を求める人が多い。このための商業も、ヨーロッパ大陸での不自由な関
税のために、その市場を世界のはてまで求めさせる結果となっている。こうして当市においても
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「自由貿易原理は、製造業者階級の中でも人気があり、秀れた教養人の一時計製造業者は自由放任(laissezfaire,laissezpasser)
の法が、当商工業の基礎であり、そめ効果は明白である。生産者は
何んらの不便を感ぜず、消費者も著るしい利益に与かる、とのべている」。このように高品質精密商
品製造が繁栄している当市人口の消費力もパリを凌ぐほどである。特に牛、馬、羊、豚肉の消費で、714,000
人の後者で、6,647万1,400ポンド重量、3.3オンス／人であるのに対して、26,〔〕00人の前者
の肉類消費は306万8,170ポンド重量即ち16オンス／人であり、後者の約3 倍の消費力がみられたの
である(59)
ジュネーヴ市の資本は高価格の土地には投下されず次の4 部門即ち1)3 ～4 ％利子を約束する
銀行ぺの預金、2) フランスやその他の国での土地購入、3) ヨーロッパ諸国の公債そして4) 外
国所在ジュネーヴ商社の合資会社社員への投資に向けられる。またジュネーヴ州にとりフランス革
命は大変な打撃であった。かって繁栄していた綿工業はフランスの輸入禁止策により衰退し、時計
工業がそれを補完しているのが現状である。当工業の勤労者の賃金は個数賃金形態が基礎となって
いるいそ七て一ヶ月当り時計製造業者は70～190 フランス・フラン同じくオルゴール製造業者は120
～280そして模様細工師(guillochure) は96に280を稼ぐ(60)。
ジュネーヴ市住民は倹約的で洞察力にたける、一言でいえばしまり屋であり、この勤労者階級に
人気のある貯蓄銀行設立は増加の一途をたどっている。これは1816年8 月のジュネーヴ州議会によ
り設置が許されたのであるが、預金安全性と高利子率により着実に普及していった。ハウリングは6
ページに及び当行の定款内容について紹介した(≒ さちに詳しく紹介されたのは当州におけ る教
育制度の内容についてであった(62)
最後にハウリングは1831年に177,973人の住民を数えるヴォー州を扱うが、当州の行政構造とそ
の資金運用について統計数値を提示したものの、典型的な農業州である当州についてそれ以上の分
析は行なわなかった(63)。
『スイス商工業報告書』は前述した如く自由貿易論者のハウリングが、あくまでも現地の要人の
情報を参考としながらも、自分の眼による観察を記したものであった。確かに製造業で使用されて
いる機械類そして従業労働者について言及することがあっても企業内の詳しい分析には至らなかっ
た。しかし彼がスイスの商工業構造分析により提示しえた当国経済活動の特徴は次の5 つであろう。1
）「営業の自由」原理が当国経済の根本原理であること。2 ）勤労者階級には慎重、勤勉、節約の
心理がみられること。3 ）軽公租少公課から由来する低価格、低賃金傾向がみられること。4 ）こ
れらの要因は輸出される当国製造品に大きな競争力を与えていること。5 ）低利子率が勤労者階級
に有利に作用するとともに近隣諸国への金融資本家の接触を効果的にしていること。
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彼は当時のヨーロッパ大陸においてイギリスに匹敵しうる自由貿易経済大国を見出すことは不可
能であった。しかしながら小国かつ弱資源国であるスイスに自由貿易原理に基づく、無視しえぬ経
済構造と経済活動とを探りあでたのである。
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